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コ
ソ
ボ
情
勢
に
係
る
安
保
理
公
開
会
合
に
お
け
る
北
岡
大
使
演
説
（
仮
訳
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
十
六
年
十
一
月
二
十
九
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

国
際
連
合
日
本
政
府
代
表
部 

 

議
長
、 

 

本
会
合
の
開
催
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
イ
ェ
ッ
セ
ン
・
ペ
ー
タ
ー
セ
ン
事
務
総
長
特
別
代
表
及
び
そ
の
ス
タ
ッ
フ
を

初
め
と
す
る
関
係
者
全
て
の
御
尽
力
に
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

議
長
、 

 

我
が
国
は
、
十
月
二
十
三
日
に
実
施
さ
れ
た
コ
ソ
ボ
議
会
選
挙
が
、
民
主
的
か
つ
平
穏
に
実
施
さ
れ
た
こ
と
を
歓
迎
致
し
ま
す
。

し
か
し
、
セ
ル
ビ
ア
系
有
権
者
の
大
多
数
が
投
票
に
参
加
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
コ
ソ
ボ
の
民
族
融
和
の
観
点
か
ら
残
念
に
思
い

ま
す
。
我
が
国
は
、
右
選
挙
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
早
急
に
暫
定
自
治
政
府
が
立
ち
上
が
り
、
水
準
の
履
行
に
向
け
て
、
一
日
も

早
く
活
動
を
開
始
す
る
こ
と
を
希
望
致
し
ま
す
。
ま
た
、
セ
ル
ビ
ア
系
住
民
及
び
セ
ル
ビ
ア
政
府
関
係
者
に
対
し
て
も
、
「
多
民

族
か
ら
な
る
民
主
的
な
コ
ソ
ボ
」
の
構
築
に
向
け
た
議
論
に
、
建
設
的
な
立
場
で
参
加
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。 

 

議
長
、 

 

カ
イ
・
ア
イ
ダ
氏
の
報
告
に
基
づ
い
て
、
今
般
ア
ナ
ン
事
務
総
長
が
安
保
理
に
行
っ
た
勧
告
は
、
傾
聴
に
値
す
る
も
の
と
考
え

ま
す
。
我
が
国
は
、
国
際
社
会
が
コ
ソ
ボ
に
お
い
て
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
最
大
の
目
標
は
、
「
多
民
族
か
ら
な
る
民
主
的
な
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社
会
」
の
構
築
で
あ
り
、
右
は
「
地
位
の
前
に
水
準
」
政
策
を
通
じ
て
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
他

方
で
、
三
月
に
発
生
し
た
暴
動
は
、
ア
ル
バ
ニ
ア
系
及
び
セ
ル
ビ
ア
系
双
方
に
と
っ
て
、
現
状
が
許
容
し
が
た
い
状
況
に
あ
る
こ

と
を
露
呈
す
る
も
の
で
し
た
。
こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、
「
水
準
」
政
策
の
調
整
、
経
済
状
況
の
改
善
を
含
め
、
複
数
の
政

策
を
効
率
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
観
点
か
ら
、
我
が
国
は
、
今
般
の
事
務
総
長
勧
告
を
支
持
い
た
し
ま
す
。 

 

議
長
、 

 

事
務
総
長
勧
告
に
い
う
「
包
括
的
統
合
戦
略
」
は
多
く
の
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
、
「
水
準
」
政
策
の

再
調
整
（recalibrating the standards policy)

に
つ
き
一
言
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
の
機
関
に
も
言
え
る
こ
と
で
す
が
、

特
に
、
安
保
理
は
自
ら
の
政
策
に
対
す
る
意
見
に
は
謙
虚
に
耳
を
傾
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
カ
イ
・
ア
イ
ダ
報
告
に
お
け
る
「
現

在
の
『
地
位
の
前
に
水
準
』
政
策
は
信
頼
性
に
欠
け
て
い
る
」
と
の
指
摘
に
つ
い
て
、
我
々
は
こ
れ
を
真
正
面
か
ら
受
け
止
め
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
事
務
総
長
勧
告
が
「
水
準
」
政
策
の
再
調
整
を
掲
げ
た
こ
と
は
意
義
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

無
論
、
再
調
整
は
、
コ
ソ
ボ
の
政
治
プ
ロ
セ
ス
に
正
し
い
モ
メ
ン
タ
ム
及
び
方
向
性
を
与
え
る
形
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
同
時
に
、
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
及
び
コ
ソ
ボ
の
人
々
に
対
し
て
は
、
事
務
総
長
勧
告
に
も
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
水
準
の

達
成
」
は
、
そ
れ
自
体
が
コ
ソ
ボ
及
び
コ
ソ
ボ
の
住
民
に
と
っ
て
利
益
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
点
を
強
調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
観
点
か
ら
、
今
回
の
事
務
総
長
報
告
に
お
い
て
、
「
水
準
」
の
履
行
状
況
が
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
懸

念
を
表
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

議
長
、 
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我
が
国
は
従
来
か
ら
、
「
多
民
族
か
ら
な
る
民
主
的
な
コ
ソ
ボ
」
の
実
現
に
は
、
極
め
て
高
い
失
業
率
等
経
済
発
展
の
レ
ベ
ル

の
低
さ
及
び
治
安
や
持
続
的
帰
還
に
向
け
た
条
件
整
備
等
と
い
っ
た
「
平
和
の
定
着
」
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。

係
る
観
点
か
ら
、
新
し
い
包
括
的
統
合
戦
略
に
お
い
て
、
短
期
的
か
つ
長
期
的
な
施
策
を
含
む
よ
り
強
い
経
済
発
展
政
策
及
び
三

月
の
暴
動
の
結
果
及
び
原
因
に
つ
い
て
の
追
及
や
持
続
的
帰
還
、
治
安
・
移
動
の
自
由
の
改
善
に
向
け
た
協
力
の
重
要
性
が
改
め

て
う
た
わ
れ
た
こ
と
を
高
く
評
価
い
た
し
ま
す
。 

 

議
長
、 

 

我
が
国
は
、
包
括
的
統
合
戦
略
が
今
後
成
功
す
る
た
め
の
鍵
は
、
コ
ソ
ボ
住
民
が
い
か
に
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
か
、

及
び
い
か
に
Ｕ
Ｎ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
を
始
め
と
す
る
国
際
機
関
が
効
率
的
に
活
動
で
き
る
か
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
新
た
に
成
立
す
る
暫
定

自
治
政
府
の
指
導
者
及
び
イ
ェ
ッ
セ
ン
＝
ペ
ー
タ
ー
セ
ン
事
務
総
長
特
別
代
表
を
初
め
と
す
る
関
係
機
関
の
方
々
に
お
か
れ
て

は
、
是
非
こ
の
二
点
を
念
頭
に
置
い
て
、
今
後
も
業
務
の
遂
行
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

議
長
、 

 

我
が
国
は
、
本
年
四
月
、
コ
ソ
ボ
を
含
む
西
バ
ル
カ
ン
地
域
の
安
定
化
の
た
め
に
「
西
バ
ル
カ
ン
平
和
定
着
・
経
済
発
展
閣
僚

会
合
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
国
際
社
会
と
協
調
し
つ
つ
、
コ
ソ
ボ
の
「
水
準
履
行
計
画
」
実
施
に
向
け
、
引
き
続
き

協
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 


